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　1，緒　　言

　 1945年 8 月 14 日の ポ ツ ダ ム 宣言受諾に よ り，第二

次世 界大戦後の 日本 は 民 主 主 義国 と な る こ と が 約束 さ

れ た，そ の 出発 に あた り，大 日本帝国憲法 は 新 しい 日

本 国憲法 に改正 さ れ る こ と とな っ た，戦 後，日 本 を

占 領 し統 治 し て い た 連 合 国 最 高 司 令 官総 司 令 部

（General　Headquarters ：以後 GHQ と 記す ） の マ ン カ

ーサ ー元帥 （Douglas 　MacArthur ）は，当初 は 日 本側

が 自 主 的 に 改憲 を検討 し
，

そ れ に着手す る こ とを期待

した．しか し，日本側 の 改正 案が き わ め て 保守的 で ，

大 日本帝 国憲 法の 表面的 な変更 に と どま る もの で あ る

こ と を知 る と，日本側 の 改 正案 を修止 す る た め 日本政

府 と交渉 す る の に 時間 を か け る よ りも，連合国側 が 受

諾 し うる 基 本的な諸原則を含む モ デ ル 憲法 を準備 し，

提 撲する こ とが 最も効果 的だ と考えた．モ デ ル 憲 法 の

作 成 に は ，GHQ の 民政局 ス タ ッ フ が あた り，1946年
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2月 わ が国 の 憲法草案 〔第一次案）が作 成 され た．

　民政局 ス タ ッ フ の
一

人，ベ ア テ ・シ ロ タ ・ゴー
ドン

（Beate　 Shireta　 GordOn ：以 後ベ ア テ と記 す ） は 第 3

章入権条項 の 起草 に携 わ っ た．ベ ア テ は ，日本 国憲法

第 24 条 の モ デ ル とな る 第
一

次案 や 第 26 条 〔教育の 機

会の 平等） の 第一次案を起草 して い る．第 24条が，

家庭 に おける性別 に よる差 別 を禁止 した こ と に よ っ て，

封建的家父長制度を基本原 則 と して い た明治民 法が改

止 され ，個人 の 尊厳 と 両性 の 本質的平等の 原則 に 支え

られ た婚姻 を家族 の 出発 点 とす る ，民主的 な 近 代家族

を成立させ る 現民法が つ くられ た こ と を考える と，ベ

ア テ の 果 た し た役 割 は 大 きい ，第 14 条 1：法 の 下 の 平

等｝，第 24 条 （家庭に お ける男女平等） は
，

ア メ リカ

が 現在 に お い て も検討 の 課題 を残 して い る 男女 平等 の

保 障 を 明文化 した 条項で あ る
’ ／

．今で もまだ ア メ リ カ

で 議論 さ れ て い る男女平等案は ，多 くの ヨ
ーロ ッ パ 諸

国 の 憲法で は す で に 承 認 さ れ て い る．しか し，第 24

条 は 家族 ど い う私的領域 に お い て まで 男女の 平等を拡

大 して い る 点 に お い て は ，今日 で も、匿界の 多 く の 憲

法と 比 較 して 進 ん だ もの だ と言 及 で きる ，　
．
方 ，ベ ア

テ が 起草 した そ の 他 の 第
一・

次案 の 条項 を み る と，そ の

先 進性 が認 め られ る に もか か わ ら ず，度重 な る 審議
・

修止 の 結果，条文に は 至 らなか っ た もの も多い ．

　こ れ まで ，日本国憲法制 定 の 研究 は ，憲法改止案 の

中心 で あ る 戦争放棄条項 （第 9 条） と天 皇条項 （第 ユ

条 ） に集中 し，男女平等条項 （第 24 条） に 見 られ る

人権条項 に つ い て の 研究 に は あま り関心が払 わ れ て こ

なか っ た，制定過程を詳細に たど っ たもの と し て は，

憲法問題 調査委員会委員 と し て 政府草案起草 に 携 わ る

と同時に
， 当時 の 法制局 第

・
部艮 と して 直接 GHQ と

の 交渉 に あた っ て い た佐藤 （ユ巻 ：ユ962，2 巻 ：19斛 ，

3，4 巻 ：上994） の 「H 本 国憲法 成 立 史」 を 代 表的 な

文献と し て 挙げ る こ とが で きる ．また ，（．｝HQ 内 の 動

きに ス ポ ッ トを あ て た 研究 と して は ，高柳等 Q972）
の 『日本 国憲 法制 定 の 過 程 1 ・矼」や，村川 と初谷

（199−4） の 『日本国憲法制定秘史一GHQ 秘密作業 「エ

ラ マ ン ・ノ ート開封j亅，犬丸 （1989＞ の 「H 本国憲法

制定 の 経樹 な どが挙げ られ る，こ れ ら は 「ラ ウ エ ル

文書］ 1エ ラ マ ン ・ノ
ー

ト」 ならびに 「ハ ッ シ ー文書亅

と呼ば れ る GHQ 側 の 作成 記録 が
， 詳細 に 翻訳 ・紹 介

　
ポ 1982年，ア メ リ カ ERA （合衆 国 憲法 に 男 女平 等規 定

　　 を挿 入 す る た め の 改 正 案 ） は ．憲法改 正 に 必要 な 38

　　 州 の 承 認 まで あ と 3 州及ば な か っ た た め に 実現 さ れ

　　 なか っ た，

さ九 る ととも に、B 本国憲法制定の 過程 と条文起草 の

経過を解説 し て い る もの で ある．田 中 （1979） の 『憲

法制定過程覚え書』 は，マ ッ カ
ー

サ
ー
草案が 制定 され

るまで の 草案の 変遷過程を分析 した 唯
一

の 書 で ある．

ま た，鈴木 q995 ） の 『日本倒憲法を生 ん だ密室の 九

日剛 は，GHQ の 起草 メ ンバ ーへ の イ ン タ ビ ュ
ー

調

査 と，既存 の 研 究 を参考に ，草 案作成 が 行わ れ た

1946年の 2 月 4 円 か ら 13 日まで の 経緯 を写実 的 に再

現 して い る，ベ ア テ 自身が 書 い た 自伝 『1945年 の ク

リ ス マ ス 」（ベ ア テ 1995） で は，ベ ア テ が 自己 の 生 い

立 らと共に ，当時の 草案起草作業につ い て 回想 を して

い る，言語学者 で あ る lnolle ｛199D の 『MacArthur
’
s

Japanese　Constitution：ALinguistic 　and 　Cultし／tal　Study

of 匸ts　Maklng 』を占関と五 F嵐が 翻訳 した 『マ ッ カ
ー

サ ーの 日本国憲法』（イノ ウエ 1994） は人権条文の 制

定過程 を比較 胥 語学の 立場で分析 し，法思想の 背後に

あ る 冂 米 の 文化 的 背景 の 違 い ，な か で も第 24 条 の

「個人 の 尊厳 と 本質的半等」 と い う言葉に対する観念

の 違 い を指摘 して い る，

　しか し，GHQ の 起草 した 第
一

次 案 か ら，最終的 な

日本国憲法第 14 条，第 24 条 に至 る まで の 系統だ っ た

研究 は 成 され て い ない ．加 え て，男女平 等に視点 を当

て た 日本国憲法第 3 章人権条項 の 生 成過 程 に 関す る研

究は な い ，そ こ で ，本研究 で は ．主 と して 第 3 帝人 権

条項 の 中 で もベ ア テ が起草 に携わ っ た 第 次 案の 条項

に着 目 し，それ らの 条項が GHQ 内で の 審議
・
検 討 を

経て マ ッ カ ーサ ー
草 案 と な り，さらに N 本国憲法に 至

る まで の 経緯を系統的 に把握 L，考
．
察 を加え る と と も

に，そ の 文言 の 推移 を整理 す る こ と を 目的 と して い る ．

　2．研究方法お よび資料

　第 二 次世界大戦後の 日本は ，1945年 ユ0 月 2 目か ら

サ ン フ ラ ン シ ス コ 講和条約発効に 至 る まで の 約 7 年間，
GHQ ／SCAP （連合国最高司令官総 司令部 ） の 占領下

に 置 か れ て い た，こ の 占領行政 の 実態 を明ら か にする

膨 大な景 の 文書 は，占領 の 終了ととも に 米国へ 送 ら れ，

現 在 は ，米 国 国 立公文書館 に 保存 され て い る ．SCAP

文書を は じ め ，日本 占領 に 関連す るそ の 他の 占領関係

文書
一

極東 委員 会 伊 ECI ，対 目理 事会 （ACJ）， 米国

国務省，国務 ・陸軍
・
海軍 三 省調 整委員会 （SWNCC 〕

な ど一は マ イ ク ロ 7 イ ル ム 撮影 され，マ イ ク ロ フ ィ ッ

シ ュ の 形 で 約 30 万枚，ペ ー
ジ数は 推計で 約 3，000万

とい う膨大 な量 に 及 び，こ う した 一
連 の 資料 は 日本 の

国立国会図書館に所蔵され ，占領政策 の み ならず，占

20 （1186：
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領期の H 本を全般 BtJに知る 史料と して保存 され て い る ．

　本研 究 で は ，国 立国 会図書館所蔵の GHQ ／SCAP 文

書：中の ，ミ シ ガ ン 大学ア ジ ア 図書館所蔵の ア ル フ レ ッ

ド
・R ・

ハ ッ シ ー
（Alfred　 R．　 Hussey＞海軍 中佐が所

蔵 し て い た文書，Hussey 　Papers ，　University　 of 　Mic −

higan　Grac］uate 　Ljbrary，　1977　（Microfi  ｝，　 Reel　No、

5 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム を基礎 と し た．GHQ 内 で 起 草

され た 第 1次 案 そ の もの に つ い て は ，主 と して

Hussey 　Papers ，24−G −2−1か ら 24−G −2−14 お よ び 24−G 一

ユ3−1 か ら 24−G −13−14 と
， 犬 丸 〈1989＞ に よ る 「口本

憲法制定の 経緯』を参考
．
に した．また第二 次案お よび

マ ッ カ ーサ ー草案に つ い て は ，国立 国会図書館所蔵

『ハ ッ シー
文書』 の 複 製，お よ び ハ ッ シー

中佐 とと も

に 民政局行政部 に おけ る 憲法起草作 業 に 深 く携 わ っ た ，

マ イ ロ ・Et ラ ウ エ ル 〔Milo　E，　RoweU ｝海軍中佐所蔵

の rラ ウ エ ル 文書亅と，高柳等 ｛1972）の 『日本国憲

法制 定 の 過 程 （D 』 を参 考 に し た ． ま た ，佐 藤

（1962〜1994）『日本国憲法成立史』（第 卜 4 巻） を，

H 本政府内部 の 視 点 に 立 つ 制定経過 を 知 る 有力 な 文献

とし て参考に した．

　 ま た ，第 90 回 の 帝国議会に 「帝国憲法改正 案」が

提出 され て か ら の 憲法改正 に関す る 審議 は
， 第 90回

帝国議 会 の 議 事 録お よび戦後 50 年 を経 て 国 内 に おけ

る 閲覧が 許 可 さ れ る と同時 に 出版 さ れ た，『帝国憲法

改 正 案特別 委員 会小 委員 会速記 録』 （衆議院事務 局

1995） に 基 づ い た．

　GHQ 内で の 起 草事情は ，鈴木 （1995〕 の 『日本国

憲法 を生 ん だ密室の 九 日間』を参考に し，ベ ア テ の 資

料 と して は ，ベ ア テ （1995） の 『1945 年 の ク リ ス マ

ス
ー

日 本国憲法 に 「男女平等」を書 い た女性 の 自伝
一

』

な らび に，1977年 ス
ー

ザ ン ・フ ァ
ー

（Susan　J．　Pharr

1987
，
1992｝に

， 初 め て 起草 の 事実を明 ら か に した 後

に 出版 され る よ う に な っ た数 々 の 雑 誌記事，1996年

5 月 に 来 日 した際 の 講演 会お よ びイ ン タ ビ ュ
ー

に よ っ

て収集 し た資料に 基づ い た．

　3．結果 と考 察

　（D　GHQ 内に おけ る草案の 作成

　1＞　 GHQ 第
一

次案の 起草

　1946年 2 月 4 日 ，
マ ッ カ ー

サ
ー

元 帥 の 命 令 を受 け

て ，ホ イ ッ トニ
ー

准将 （Courtney　W
’
hitncy）が GHQ

の 民 政 局に 8 日後の 12 日 ま で に 日本国憲法の モ デ ル

を作成する こ と を命令 し て か ら，即 日，民政局 ス タ ッ

フ に よ っ て 憲法草案 1第．．．次案） が作 られ始め た ．第

3 章人権条項の 担当 は，イ ン ドの カ
ー

ス ト制度 の 儲 究

をして い た 民族学者 の ピーター ・K ・ロ ウ ス ト陸軍中

佐 （Pieter　 R　 Roest） を責任者に ，慶応 大学で 教え た

こ との ある 日本に つ い て の経済学者 ハ リー ・E ・ワ イ

ル ズ博士 （Harry 　Emerson 　Wildes ｝ と GHQ の 民 間人

要員であ り，か つ 逓訳の ベ ア テ の 三 人 で あ っ た． 5 歳

か ら 15歳 まで を日 本 で 過 ご した ベ ア テ は こ の 時 22 歳

だ っ た．

　第
・次案 の 中 で

t’Civil　R］ghts
”

と題され た第 3 章は，

犬丸 （1989．ユ49）に よれば 四 つ に 区分 で き る．第 ユ

節
‘IGeneral

（総興D
”
，第 2 節

“ Freedom 　（自由）
”
，　第

3 節
“
Specific　 Rights　and 　 Opportunities（特殊の 権利

及 び機会ジ と六 つ の 条文か ら成 る 「司法上 の 人権」

に 区分 され る．第 1 節か ら第 3 節まで の 各条項の は じ

め に は，第 3 章だけ の 通 し番号 が 1条か ら 4ユ条 ま で

付 さ れ て い る （た だ し，条に あ た る
“Article”と い う

語 は 添 え ら れ て い な い の だ が
， 便宜 上 こ こ で は 「条」

と呼 ぶ こ と に する）．

　 本研究 の 対象は ，第 1節 か ら第 3 節 まで の 中 で ベ ア

テ が起 草 に 関与 した 条項 で あ る．ベ ア テ （1995，148）

が担 当 した の は，ロ ウ ス トか ら女性 の 立 場 で書 くよ う

勧め ら れ た 「女性の 権利」に 関す る条項と ，ベ ア テ 自

身が望 ん だ 「教育の 自出i に 関す る条項が主 で あ る，

具体 的 に は，ベ ア テ 〔1995．186−188） と土 井 とベ ア

テ 1：1996，23）お よ び テ レ ビ朝 日 に 出演 した際 の ベ ア

テ の 発言 等 に よ れ ば，GHQ 第
一

次案の うち第 1 節の

第 6 条 の
・
部 と，第 3 節 （第 18 条

〜
第 41 条｝の 第

18 条，第 19 条，第 20 条，第 21 条，第 23条，第 24

条 ，第 25 条．ag　26 条，第 27 条，第 29 条，第 33 条

と考え られ る，

　 第 6 条 〔現行第 14 条〕 に つ い て は，ベ ア テ が執筆

者 として で は な く，起草に 関 与 した こ と が次 の 文献 か

らわ かる．　
一
つ は ，渡辺 （1988，75）に よ れば ，ベ ア

テ は 「第 i4 条 の 起 草 は 誰が担 当した か 、お わ か りで

し ょ うか」 とい う質問に，「わ か りませ ん．お そ ら く

ワ イ ル ズ氏で L よ う」 と語 り，「私は第 14条 に つ い て

は 手助け を しま した」 と述 べ て い る．ま た
，

土 井 とベ

ア テ （1996，17＞で ，「（現行憲法）第 14 条 に私 の 言

葉 が 少 し 人 っ て い ま す」 と述 べ て い る ．

　 まず ，
ベ ア テ は 起 草に取 り組 む に 当た り，運 営委員

の ケ
ー

デ ィ ス 陸 軍 中佐 （Charies　 L．　 Kades）の 指示に

よ り大 日本帝国憲法 に 目を通 し た．しか し，そ こ に 規

定 され て い る 基本 的人権は ，すべ て 「法律 ノ定 ム ル 所

二 従 ヒ 」 と して お り，そ の 数 もわ ずか 15 力条 に す ぎ
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なか っ た．ベ ア テ （1995，158−159｝ は 「参考に しよ

う に も，反面教師で しかなか っ た」 と述べ て い る ．そ

し て
， 「女性 が 幸せ に な ら なけ れ ば ，日本は平和に な

らな い と思 っ た．男女 平等は，そ の大前提だ っ た」

「〈母性の 保護〉条項 は
， 目本 の 憲 法 に 全 く欠落 して い

る．どう して もきちん と取 り上げ なければ，女性 と し

て 憲法草案に参加す る意味が ない 」 と，決意 を固 め ，

参考 にな りうる各国 の 憲法を収集 して い る ．ベ ア テ は ，

鈴木 （1995，205） に よれば，ドイ ツ の ワ イ マ
ー

ル 憲

法，ソ ビ エ ト憲法．ア メ リ カ 合衆 国憲法 ，フ ィ ン ラ ン

ド憲法，ス ウ ェ
ーデ ン 憲法 などを参考に して い る ，

　ベ ア テ （1993，66，1995，155） は
，

キ ー
ワ
・一ド と

し て 『男性も女性も人間 と して 平 等で ある』 を据 え て ，

以
．．
「
’
の 三 点 に留意 して い る，

　可：
．

合衆国憲法に は 女性の 権利 を保障する 条文が な

く曖昧で あ る た め ，米国 女性 は 法 的不利 益 を被 っ て い

る，

　  　目本の 男性中心 の 官僚制度 と社会の 中 で は ，憲

法 で 規定 して お か な い 隈 り，女性 解放 を実現 す る 等 の

法的規制 は 非常 に 困難 で あ る，

　：互：　日 本語は どちらに も解釈で きる瞹昧な 表現 が 可

能 で あ る か ら，草案は ，日本人男性 官僚 に よ っ て 都合

の い い よ うに解釈 されな い よう明確で あ る 必 要があ る ．

　以 卜，ベ ア テ が起草 した条項ご とに考
．
察をする （た

だ し第 6 条は 起草 に 関与）．条文 の
一

部 を引 用 す る

（ド線は筆者
’
｝ が ，詳 しい 条項 の 文言 に つ い て は 1 表

1 を参照 され た い ．

　第 6 条　「す べ て の 自然人 は，法 の 前 に 平等で あ る．

人種，信条，性別，カー
ス ト又 は 出身国 に よ り，政治

的関係 ， 経 済的関係，教育 0）関係及び家族関係に お い

て 差 別がな され る こ とを，授権 し 又 は容認 して は な ら

な い 」：こ れ は ，第 18 条 と 共 に 男女 平等 を 規定す る 数

少な い 条項 の
一つ で あ る． こ こ で ，「家族 関係」 と い

う話
’
葉 に ，ベ ア テ が関 5．した で あ ろ うこ とが うかが え

る ．ベ ア テ （1995，155−156）は
， ［人間 に と っ て

・
番

大切 な もの は
“
家庭

”
で あ り，そ の 家庭 の 中 で は

」
男

女は 平等で あ る
卩幽

こ と を うた っ て お か なけ れ ば な ら な

い と考えた」 と語 っ て い る し，「分厚 い 民法 に も目 を

通 し」て女性の 法的 立 場 の 低 さに 楞 然 と し，実 生活 の

中で も間接的体験 を通 して 「家」制度の 下 で 絶 対的な

父権 および夫権 に 服す る 女性の 姿を見て きた ベ ア テ が ，

「家族 関 係」 とい う旨 葉 を い れ る 提案 を した と考 え ら

れ る．こ れ は ，現行憲法第 ユ4 条 の 基 とな っ た．

　以下 の 条文 は こ れ まで の 文献等か らベ ア テ が起草 し

た もの と考え られ る ，

　第 18 条　「家庭は ，人類 社会の 基礎 で あ り，そ の 伝

毓は，善きに つ け悪 しきに つ け国全体 に浸透する。そ

れ 故，媛姻ζ家堕iとは ，両性が法律 的 に も社 会的 に も

平等 で あ る こ とは当然で あ る 〔との 考 え〕に 基礎をお

き，舞塑強 董［1で娃壹く相互 の 合意に 基 づ き，かつ ，墨

廿Q 圭哩で はな く 〔両性 の 〕協力に基至くべ きこ と を
，

こ こ に定め る 1 と して ，具体的 に家庭 内 に お ける男女

平 等を強調 し，「家」 制度 の 廃 止 が 意識 され て い る ．

「家」の 存続 の た め に個入の 意思 を無視 した婚姻方法

を批判 して い る ，こ れ は 現行憲法第 24条 の 基 とな っ

た．

　第 19条　「妊婦及び乳児の 保育に あた っ て い る 母親

は，既婚で あ る と否とを問 わず，国 の 保護及 びそ の 必

要 と す る公 の 扶助 を受け る．嫡出 で な い 子は，法律上

丕利益 に取 り扱われ て は ならない 」 と し て ，育児に あ

た る 母 親が ，公 的援助 を要求 し 保障 を 求 め る社 会権を

書 い て い る．と同時 に，婚 姻形態に よ る差別を防ぎ嫡

出子 と非嫡出子 との 聞 の 差別 の 禁 ［E を 規定 し て い る ．

　第 20 条　「養子 は ，家族 の 中で 優 先的 な扱 い を受け，

他 の 構 成員 に 不利 益 を与 え る こ とがあ っ て は ならな い ．

長子 相続権は，こ こ に廃 ［hする」：こ こ で は ，子 ども

よ り 「家」 を優 先さ せ た 養子制度 に 対 して ，子 ど も
一・

人
．・

人 の 権利 を主 張 して い る．また，長 子相続 権 の 廃

ILに よ り 「家」制度の根絶 を図ろ うと して い る，こ れ

は，第二 次案で カ ッ トさ れ る，

　第 Lt　l 条　「す べ て の 子 は ，そ の 出生 の 条件 の い か ん

に かか わ らず．個 人 と して の 成長の ため平等の 機会が

．与え ら れ なけ れ ばな ら な い ，こ の 目的 の た め ．公 立 の

小学校 に よ り， 8年間 に わ た り無償 の 普通義務 教育が

実施 され なけ れ ば な らな い ．…教 材 は，無償 とす

る 」：こ れ に続 く 「教育 の 自由」に 関する 条項は ベ ア

テ 自身が起草を希望 し た もの で ある．教育 を受け る 場

お よ び教具を国の 施策に よ っ て 平等 に 与え，教 育の 機

会 の 平等 をは か ろ うと して い る．こ れ は，現行憲法第

26 条の 基 とな っ た．

　第 23 条　「す べ て の 学校 は ，常 に 民 主 主 義 ，自由，

正義 及 び 杜会 的義務 の 原理 を強 調 しなけれ ば ならな

い 」：こ れ は ，第二 次案 で カ ッ トさ れ る ．

　第 L4 条　「国民 の 児童は ，公立 学校 にある と 私 立 学

校にある と を問 わ ず，無償 の 医療　歯科医療 及 び 眼鏡

の 援助 が 与 え ら れ なけ れ ば な らな い ．…適 当な休息及

び レ ク リエ
ー

シ ョ ン な らび に そ の 成 長 に応 じた 体育が

与え られなければ な らな い ±1ベ ア テ （L995，｝63＞ は
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ソ ビ エ ト憲法を手本に し た と述 べ て お り，勤 労者 に 対

す る文章を児童向けに修正 して い る．ベ ア テ が 少女時

代に 日本の 子供の 生活実態を目に して い た こ とが，こ

の 条文が で きる原動力 とな っ て い る．

　第 25 条　「学齢期の 児童及び青少年は，賃金 を得る

目的 を も っ て 常勤 的雇用 に 入 っ て は な ら な い 」：ベ ア

テ は，日本の 子ども達が 口滅 らしの ため子 守や奉公 に

出 され た り，飢饉 の 年 は 娘 売 りが 頻発す る こ とを知 っ

て い て ，子ども の権利 に つ い て 書 い て お く必 要 があ る

と考 えて い た と，述べ て い る ．チ ども自体 を主体者 と

して 起草 し，子 どもを
一

人 の 入間 と して 捉 えて い る こ

とが わ か る ，こ れ は ，現行憲法第 27条 に含め られた．

　第 26 条 　「す べ て の 成人 日本 人 は
，

生 産的 な勤労に

よ り生計 をた て る 権利を有す る．そ の 者 に 適切 な職業

が 見 い だ し得 な い と き は
，

そ の 生 活の 維持 に 欠 くこ と

の で きな い もの の 給付が な されなけ れ ば な ら な い ．女

子は，公職に就 く権利を含め て あ らゆ る職業 を選 ぶ 権

利 を有 し ， か つ
， 同等の 仕事に 対 し男子 と同

一
の給付

を受け るj ： こ れは，「勤労 の 権利」 を規定 した 条項 で

あ る．生活給付 と し て の社会権 の 規定 も含 ん で い る ．

女性が疎外 されが ちな現状 をふ まえて ，機会の 平等と

同
一

の 給与を明確に 表現 して ，性 別 に よ る差別 の 禁止

を規定 して い る ．

　女了
一
の 部分 で ベ ア テ は ，男女の 雇用機会の均等と並

ん で ，「同等」 と い う言葉 に よ っ て 「同
．
価 値労働 同

一賃金 の 原則j を起草 して い る．こ れ以前 ，19ユ9年

の ベ ル サ イユ 条約第 13 編 「労働」に お い て ，「同一一
価

値の 労働に 対 して は男女同額 の 報酬 を受くべ き原則」

が 宣言 され て お り，こ の 事をベ ア テ が 知 っ て い て起草

した 可 能性は あ る ．し か し，同
．一．

職務 に 関す る 「同一

労働 同
一賃金原則」 と，異な る職務 に関する 「同

一
価

値労働 同
一
賃金 原則」 の 違 い が明確 で は な く，前者で

よ しと した当時，
一

歩進ん だ後者 を規 走 した ベ ア テ の

先見性 は ，注目 に 値する ，ベ ア テ は ，ア メ リ カ の ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク で タ イ ム 誌 の 仕事 に 就 い て い た時、記者は す

べ て男性 で ，女性 は資料集 め の リサ
ーチ ャ

ー
で あ る 差

別に対 して憤 りを示 して お り，こ の 経 験 が こ の 規定 の

原動力 に な っ た の で は な い か と考え ら れ る ，しか し，

こ の 女 了
・
の 部分は 第 二 次案 で 消え，前半部 が勤労の 権

利 ・義務 と して ，現行憲法 第 27 条 の 基 と な っ た．

　 第 27 条　「法律は ，生 活の すべ て の面に つ き，社会

の 福祉 ならび に 自由，正 義及 び 民主 主義 の 増進ζゴ中長
の み をR指すべ き で ある 」：こ の 起 草 に まつ わ る記載

は ，どの 文献 ・論文に も見当た ら な い が，文 言か らべ

ア テ の もの と推測する．

　第 29条　「老齢年金，扶養手当，母親援護及び事故 ・

健康 ・廃 疾 ・失業 ・
生命保険を含 む適切 な社会保険制

度が法律に よ り定め られなけれ ば な らない ．…女子，

児童及び恵まれ ない 人 々 に対 して は，特別の保護が 与

え ら れ なけ れ ば ならな い ，国民 を故意 に 招 い た もの で

は な い
一

切 の 貧困と放置か ら保護する こ とは，国の 義

務 で あ る」： こ れ は，女性
・
子 ど もの 法的保 護 を 明文

化 した社会権の 条文で ある ．ベ ア テ は，か つ て ユ8 世

紀 に 自然 権が台頭 し法 的 に 条件の 平等が 保障 さ れ た 結

果 ，貧富の 差が激 し くな っ た歴 史をふ まえ，貧困 か ら

大衆 を救 うた め に 国家の積極的介入 が必要で あ る と認

め て 起草 した と考 え られ る。こ れ は ，女子，児童の 言

葉 が 消え簡潔に な り現行憲法第 25 条の 基 とな っ た．

　第 33 条　「知 的労働 な ら び に著述家，芸術家，科学

者及 び 発明家 の 権利は，日本人 に よ る と外 国人 に よ る

と を問 わず，法律に よ り保護 さ れ る」：ベ ア テ は 1996

年 5 月に テ レ ビ朝 Fi 「徹 子 の 部屋 」 に 出演 した 際，こ

の 条項の 起草に つ い て 述 べ て い る，ピア ニ ス トで あ っ

た 父 の 影響が ある と考え られ る が マ ッ カ
ー

サ
ー
草案 と

な る段階で カ ッ トされ た．

　以上 を起草 した ベ ア テ （1995，167）は ，「入権に つ

い て は
，

マ ッ カ ーサ ー ・ノ ート
’ ！

（マ ッ カ
ー

サ
ー

の 指

示） に は 触 れ られ て お らず，大日本帝国憲法は形式の

引 用 す ら で きない ，ア メ リカ 人 の 頭 の 中に は，人権 の

観念が 成熟 して は い っ て い る ．それ は，も と も とが 異

民族 の 集 まっ た 国家で ，しか も黒人奴隷 とい う，人権

と して は最悪 の 傷口 を も っ て い る か ら だ ，ア メ リ カ の

歴史とい え ば，入権の 歴 史とい える程 の もの だか らハ

イ ス クー
ル の 社会 の 授業で もか な りの時間を費や す ，

それ だけ に各々 の 人は，人権に関す る 理 想像を もっ て

い る．私た ちの仕事 も，最高 の 理想 に 限 りな く近 づ け

る 作業 だ 」 と語 り，
ベ ア テ （1994，61）自身，ア メ リ

カ 人 と B 本 人 の 人権 意識 の 差 を意識 して ，自分に任せ

ら れ た仕事 の 重要性 を評価 して い る．

　 2） GHQ 第二 次案 か ら マ ッ カ
ー

サ
ー一

草案 に 至 る

　　　経緯

　 2 月 8 日 から 9H に か け て 運 営委員会 と の 会合 が 行

’t
マ ッ カ

ーサ ー・ノ
ート ：江

．
天 皇 は，国 の ヘ ッ ド （元

　 首｝ の 地 位 に あ る，2．国 権 の 発 動 た る 戦 争 は 廃止す

　 る ，

’
3：日本 の 封建制度 は 廃止 さ れ る J

の 3 原則 を い

　 う．1946 年 2 月，マ ッ カ
ー

サ
ー

は ．こ の 3 原 則以 外

　 の モ デ ル 憲法作成 に 関 して ，ホ イ ッ トニ ー
民 政 局 長

　 に 全権 を託 した （高柳等 1972，198 −99）．
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凵本家政 学 会誌　V 〔｝1．49　No．　ll ｛1998）

わ れ ，第
一次案の 検 討，修正が行 わ れた．運営委 員は，

ケーデ ィ ス 陸軍中佐，ハ ッ シー海軍中佐，ラ ウ エ ル 陸

軍中佐 の 3人 で 構 成 されて い る，

　第 3 章 人権 条項 は，第二 次案 で は，第 1 節
“
Gener−

al （総 則）
”
，第 2 節

“Freedom 〔自 由）
”

， 第 3 節
’トSocial　 and 　 Ec。 nOmlc 　 Rights （社会的権利お よび

経済的権利）
”
，第 4 節

“
Juridical　Rights 〔司 法上 の 人

権）
”

に 整理 され ，さ ら に GHQ 内 に おけ る最終案 で あ

る マ ッ カ
…

サ
ー

草案で は，こ れ ら の 節が す べ て 削除 さ

れ，第 3 章
‘’
ltights　and 　Duties　of　the　People 〔国民 の

権利及 び義務）
ee

に包括 され て い る ．

　 ベ ア テ の 起草 した条項に つ い て は ．簡潔 ・
原則主義

の 運営委員会に よ っ て 削除
・
修正 を余儀 な くされた．

ベ ア テ R995 ，　 L84−］86） に よ れ ば，ベ ア テ の 草案に

対 して ，ラ ウ エ ル は 社会保障に つ い て 完全な制度 を設

ける こ と は 民政局 の 責務 で は な い と し、ホ イ ッ トニ ー

は 社会立法 に関す る 細 かな点は省略す る 方が よ い と 述

べ て い る．また，ベ ア テ ，1　1993，67）は ケ ー
デ ィ ス は

フ ラ ン ス 憲法 の よ うに 何 で もか い て しまうと い うの は

避 け，詳繝 は 法 に委ね る，とい うポ リ シーの 持ち一Lだ

っ た と回 想 し て い る ．そ の
一

方で ，ベ ア テ G995，
183） に よ れ ば，ロ ウ ス トは 「杜 会保障 に 関す る規 定

を い れ る こ と は ，最 近 の ヨ
ー

ロ ッ パ 諸 国の 憲法で はす

で に 常識と な っ て い ます」 と述べ て ，憲法に詳細 まで

規定 して お くべ きだ とい う考え で ，ベ ア テ を援護 して

い る．しか し，運営 委員会 に よ b 「こ うい う規定は 制

定 法 の 定め に よるべ きもの で ，憲法の 鬨与すべ きもの

で はな い 」 と され ，鈷果 的に削除 され た の で あ る．ベ

ア テ が 起草 した 第
一

次案 の うち第 20 条，第 23 条は削

除 され て い る ．第 21，24，25，29 条と，第 19，26，

27 条は そ れ ぞ れ 統括 さ れ た ．第 33 条 は
，

マ ッ カーサ

ー
草案に なる 直前 に 削 除され た く詳 しい 状況 は，図 1

と表 1 を参照 され た い ）．

　 しか し，削除 され た 中 に は，後に法制化の 課題 と し

て残 っ た もの もあ り，ベ ア テ の 先進性が わ かる．た と

えば，「母性保護」｛後 に 労働 基 準法 の 他，ユ992 年育

児 休業法 施行等），1非嫡出子差別の 禁止」「男女雇用

機会均等」 （1986年に男女雇用機会均等法施行〕，「男

女 同 一価値労働 同
一賃金」 （1947 年労働基準法で は 男

女同
一

労働 同
一賃金が規定 され た，現在の 問題は ベ ア

テ が 「同等」 とい う言葉で表現 し た 「男女同
一

価値労

働同
一
賃金」）等である ．

　多くの 条項 が 削除 され る 中で ，ベ ア テ C1995，1S8−

190）に よれば，第
．
次案の 第 18条 「夫婦同等の 権利

・

両性 の本質的平等」 は 「文章 をもう少 し簡潔に しな

さ い 」 と 修 正 され る に と ど ま っ た、マ ッ カ ーサ ー草

案 へ の 修正 をみ る と，
t‘indisputable”，

」‘founded”，
」1
皿 aintained 　through

”
の 3 語が挿入 され て い る だけ な

の で ，ベ ア テ が起草 し た多くの 条項の 中 で ，ほ ぼ 原文

の ままの 形で マ ッ カ ーサ ー
草案に 残 っ た唯

一．一
の 条項で

ある とい える ｛現行憲法第 24条 となる 〉，また，起 草

に 関与し た第 6 条 「法 の も との 平等 」もほ ぼ 同じ形で

残 っ て い る （現行憲法ag　14条 とな る），そ の 他残 っ た

もの は，「教 育の 機会の 平等亅「社 会保 障」 「勤労 の 条

件に 関す る 基準 の 設置」等 で あ る ．

　 ベ ア テ が起 草 （または関 与） した もの は ，マ ッ カー

サ
ー
草案 の 第 13 条，第 23条，第 24 条，第 25条 と し

て 残 っ た．全体 と して 第
．一
次案の段階 で 4ユ カ 条あ っ

た入権条項は，マ ッ カ ーサ ー
草案 の 段 階 で 31 力 条 に

絞 ら れ た ．

　〔2） マ ッ カ ー
サ
ー
草案か ら 日本国憲法に 至 る まで

　 1）　 マ ッ カ
ー

サ ー
草案か ら帝国憲法改正案へ の 修正

　 2 月 13 日に
，

マ ッ カ ー
サ

ー
草案は 日本政府の 手に

渡 され た ，こ れ を モ デ ル に ，GHQ と H本政 府の 折衝

が始 まる が，こ こ に ベ ア テ は 通訳 として参加 して い る ．

　 まず修正 の 流 れ をつ か む と，第
一一

は，マ ッ カ
ー

サ ー

草案を手本 に 日本政府 が作成 し た 3 月 2 日案へ の 修 正 ．

第二 は，GHQ と 日本政府の 折衝の 結 果 で きた 3月 6

日案 「憲法改正草案要綱」 へ の 修 正．第 三 は ，GHQ

と 折 衝 を 経 て 作成 され た ひ らがな 口 語体に よ る 4 月

17 日案 「憲法 改正草案」へ の 修正 ．第四 は ，枢密 院

の 審議 を経て 6 月 20 日か ら 開催 され た 第 90 回帝国議

会に お い て 提出 され た 「帝国憲法改正案」へ の 修正 で

あ る．順 に 追 っ て い くこ と に す る．マ ッ カ ーサ ー
草案

は以後マ ・案と記す．

　 3 月 2 日 案 へ の 修 正 ： こ の 作 成 を担 当 し た佐藤

（19　94，第 3 巻） は ．まず マ ・案 に は Japanese
，
　 Peo−

ple，　 Person ，　 Men と い う言葉が （大部 分 は Person）

濫用 され て い た の で ，すべ て 国民 を対象と す るもの と

の 前提 で そ れ ら の 用 語 を 統
一

して い る．語勢そ の 他 の

関係 で 「何 人 と雖 も」 を存置 した外は大部分 「凡 て の

国民 は亅 と改 め て い る．マ ・案第 13 条 〔法 の も と の

平等〕も同様で ある ．コ ス モ ポ リタ ン で あ っ た ロ ウ ス

トが 意識 的 に 全 人 類 を指 し て 使 用 した 「自然 人

（11atural　person）1が，「凡て 国民 は 」と改 め られた こ

とで 法の 及ぶ範囲が 「N 本国民」に 限定 された．マ ・

案第 23条 〔夫婦同等 の 権利 ・両性 の 本 質的平等〕は ，

こ こ で 第 3 章の 末尾 に置かれ る こ とに な る 、しか も初
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日本国憲法第 3章 人権条項 の 生成過程 （第 1 報）

稿 で は 条 数すら付け ら れ て い な い ．こ の こ とは，女性

の 権利 を規定す る こ とを軽視 して い た こ とを表す．ま

た，「家庭」の 部分が削除され tt婚姻」 に 重点 を置い

た よ うな規定とな っ て い る．マ ・案第 24 条 〔教育 の

権利 ・健康な生活 を営む権利 ・勤労の 権利等〕は，複

数の 条項へ と分解 され て い る ．

　 3 月 6 日案 「憲法改正草案要綱 」 へ の 修正 ：マ ・案

第 13条 の 修正 に つ い て
，
GHQ は 「凡 て 国民 は j を元

の 「自然入」 に す る よう要求 し，

’tnational
　Drigin 「「司

籍起源 1
”

に よ る 差別 の 禁止 が ぬ け て い る こ と を 指摘

した ．しか し，最終的 に は 日本側 が 譲 らず 「国民」の

言葉 は 残 る こ と に な る ．マ ・案第 23 条 に つ い て は，

羊生藤 （1994，　第 3 巻，　122， 　181）　1こ よiu　s
’
，　日本倶啀力§

「日本 に は女性が 男性 と同 じ権 利 を持 つ 土 壌は な い ．

日本女性 に は 適さ な い 条文が 目立 つ 」 と反対 した の に

対 し て ，GHQ は 占領政 策 の 初 め か ら婦入参政権 を進

め た事 をあげ女性の 解放 の 重要性 を示す
一コ

と共に，こ

れ を起草 した の が通訳 の ベ ア テ で あ る 事 を打 ち明 け て

こ の 条項 を残す こ とを促 した ，日本側は，通 訳 と して

よ く働 い て くれ て い る ベ ア テ に 大変好感 をも っ て お り

GHQ の 意 を汲 む こ とに なる． こ こ で ，
ベ ア テ が 通訳

と して 修止 会議 に 出席 して い た とい う歴史 的偶然 がな

ければ ， 現行憲法第 24 条は 存在 し な か っ た と言 っ て

も過 言 で は な い ，た だ し，「両親 の 強 要」 お よ び 「男

性支配 」の 代わ りに ，「配偶 者の 選択，財 産権，柑続，

住 所 の 選定，離婚並び に 婚姻及 び家族に 関す る そ の 他

の 事項 に 関 し個人 の 権威 と両性 の 本 質的な平等 に 立

脚す る 法律 を制 定 す べ きこ と」 と い う条文 が 再 び 規

定 さ れ ，　 「家族」 と い う語 句が 挿 入 され た．こ こ で

’tindividua
！　dignity

’「
は 「権 威」 と 訳 され て い る ．イ ノ

ウ エ （1994，401） は，こ の 中の 言葉が 日本側 で そ の

後 も し ば し ば 議論 され ，そ こ で 訳語が 「権威 」や 「尊

厳」 に 安易に変更 され て い る事実 を指摘 して ，日 本人

が こ の 言葉 を正 確に は理解 して お らず ，日本人 に は個

人 の 尊厳 に 基づ い た 人権意識 が希 薄な こ と に つ い て論

述 し て い る．マ ・案第 24 条は ，三 つ の 条項 へ ．と整理

され た ．

t ’11945
年 10 月 4 目 の 「人 権 に 関 す る GHQ 覚書」 に よ

　 っ て ，民 主 化 政 策 は 開 始 され た．さ ら に IO月 H 日，

　 マ ッ カ
ーサ ーは 幣 原 首相 に

一
五 大改革指令一i と呼 ば

　 れ る，1．婦人解放，セ．労働組合 の 助 長 ，3教育 の 自

　 由化
・
民主 化，・1 秘 密的弾圧機構の 廃止，i 経済機

　 構の 民 主 化 を指示 した．こ の 指 令の i 婦 人解放に よ

　 っ て ，衆 議 院 選 挙法 が 改 正 され ，婦 人 に 参 政 権 が 与・

　 え られ た （永井 と利谷 1986，ユO−13，35−37）．

　 4 月 17 日案 「憲法改正草案」へ の 修正 ：マ ・案第

13条に つ い て は，華族 に 関す る規定 が 補則 に移 され

る こ とに な っ た ．また，ベ ア テ が予期 して い た とお り ，

佐 藤 〔1994，第 3 巻，275） に よ れ ば，男性議員に よ

り 1家督相続 に お け る 男子優先，長子優先 ，嫡出子優

先の 原則の 問題 」が議論 され て い る ．佐藤 （1994，第

3巻 ，
286−34S）に よ れ ば， こ の よ うな問題 の 検討 と

共に，口 語化作 業 が 行 わ れ た ．国諳 の 平易化運動 を進

め て い た 山本有三 が 案 を作 り参考 とされ た，

　「帝国憲法 改正案」 へ の 修正 ：枢密院 で の 修正 は 若

十 で
，

6 月 20 日 の 帝国議 会に提出さ れ た．

　2）　日本国憲法に 至 る 審議 ・修 正

　衆議院事務 局 （ユ995＞ に よ れ ば， 6 月 20 日か ら約

4 カ 月 に 及 ぶ 帝国議会 に お け る 第 3 章の 審議の 中 で ，

最 もよ く議論 され た条項が 第 22条 （現行憲法第 24 条）

で あ っ た ．議事録 ペ ージ は 65 ペ ージ に及び，質 問者

は ユ9 名で ，義務教育に 関す る第 24条 （現 行憲法第

26 条＞ 20 名 に 次 ぐ質問者で あ っ た．こ こ で は 審議の

様子を参考文献や 議事録 か ら，日本 の 議 員達 に ベ ア テ

が起草 し た杜会保障や女性 の 権利が どう捉えられたか

を見 て い くt

　第 90 回帝 国議 会衆議院議事速記録 第 6 號 （1946）

に よ れ ば，議会を通 して 社会権の 充実を強 く主張 した

の は社 会党 で あ っ た ．鈴木義男は ，労働 の 義務，また

休息 の 権利，老年，疾病，労働不能 ，寡婦等に対す る

生 活安全 の 保障を規定 す る よ う求め た．こ の ような要

求 に 対 して厚生大臣河合良成 は ， 国 家 に よ る詳細な社

会保障 を規定 しは じめ る と，際限 がな くな る と 語 り，

骨組み さ え し っ か り して い れ ば憲法に 詳細 に 規定する

必要 は な い と答弁 して い る，

　 次に ，女性 の 権利 を 主張 し た代表的人物 として 加藤

シ ズ ヱ が い た．加藤 は 社 会保 障が 極め て 抽象的 ・一般

的 で ある こ とを指摘 し，女性 の 性的特殊性 に由来す る

権利 に つ い て 要望 し た ．具体的 に 勤労 の 権利 に 関す る

条文に ，妊娠 ，出産お よ び育児の 諸問題 の 特 別保護 を

明記す る よ う要望 して い る ．こ れ は，ま さに ベ ア テ が

起草 した第
一

次案第 19 条と重複 す る ．こ の 母性保護

に つ い て は ，社会党が衆議院小 委員会 に提 出する修正

案で却 fされ て ，ベ ア テ の 草案と 同 じ運命 をた ど る こ

と とな っ た．社会党の 修 正案に は ，休息権， 8 時間労

働制 ，寡婦 の 生 活権等が 具体的 に 規定 され て お り，休

息 と就業時 間 に つ い て は法律で 定め る と して 残 る こ と

に な る が，寡婦に つ い て は 8月 1 日の 審議で 却 下 され

て い る．
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日本家政 学会誌　Voi ．49　No．】1　 C　1998〕

　 第 22 条 に 関 し て 衆議 院事務 局 （1995，103−104，
139）に よ れ ば，小 委員 会 で は ，女性は 件 生 活 中心 で

あ る た め 堕落 しや す い とい う理 由 か ら，本 質的 に は男

と女 は異 な る もの で あっ て 平等 で はない と し て お り，
し か し人 間 と して は 形式的に 平 等で あ る と い う見解が

大 勢 で あ っ た．議会で は多 くの 議 員達が，両性の 平等

を規定 した 第 22条 に よ っ て実質上 の 戸 主権 廃 11二とな

る こ と に危惧 感 を示 し て い る．議 員 達 は イ ノ ウ エ

（1994）が指摘す る よ うに ，
’」
dlgnitジ の 意味 を よ く理

解せず 「権威」 と訳 した り 「尊厳」 と訳 した りして い

る ．第 90回帝 国議 会衆議院議事速記録 第 6 號 （1946）
に よ れ ば ，戸 主権 の 問 題 を問 う質問 に 対 して ，吉 田

茂首相は，第 22条 は 1（婚姻が 1 個人 の 権威 と両性の

本質的平等に 立脚す る 旨」 を 規定 して い る もの で あ り，
そ の 目指す所は 「封建的遺翻 と考え ら れ る もの を払

拭す る こ とが 主 眼 で あ ると説明 し て い る ．さ ら に 軻 本

の 従来 の 家族制度 を 「良風美俗」 と表現 し，家族の 法

的権利は変わ る が 実質 的な家族 の 姿は変わ る こ とが な

い と答弁 し た ．

　教育権に 関 して は，新政党が修正案 に 「初等教育」

を 「義務教育」にする よ う提案 した こ とか ら，結果と

して ベ ア テ が 起草 した 8 年間を上 回 る 9年 間 の 無償義

務が 保障 される こ とに な っ た．

　最終的 に ベ ア テ が起草 し た 条項 と は か な り形 を変え，
日 本 国憲法は 制定 され たの だが，現行憲法第 24条 を

は じめ ，旧憲法 に は
一

文字 も存在 しな か っ た 「家族」

「両性 の 本質的 平等」「児童」 と い っ た言葉が ，条文 の

中 に残 っ た．こ れ らの 諤葉 に は，ベ ア テ の 思 い が凝縮

され て お りベ ア テ 起草 の 痕跡 と 捉 え ら れ る，

　ユ946年 10 月 ll 日 閣議決定 され，　 H 月 3 日 に は ，

天皇 の 勅命とい う形 をと っ て 「日本国憲法」 が 公布 さ

れた．施行さ れ た の は 1947 年 5 月 3 日で ある．

　〔3） 日本国憲法制定に伴 う動 きと 現在

　憲法が公布 さ れ て 約 1 カ 月後 の 12 月 1 目，帝 国議

会内 に 「憲法普及会」が組織 され た．憲法の 普及 に は，
『新 しい 憲法明 る い 生活」 と題 され た 小 冊子 を当時 の

全世帯数 に 相当す る 2 丁
．
万部刊 行 した り，中学校社会

科 の 副読本と して rあた ら しい 憲法の はな し］ を刊行

して い る．また ，　
一
般 国民 を対 象と し た 講演 会を多数

組織 し，普及活動 を展開した．

　日本 国憲法が制 定さ れ ，そ の 第 24 条 が ，個 人 の 尊

厳 と 両性 の 本 質的 平 等に 基 づ く婚姻を家族の 出発点 と

した こ とに よ っ て ，「家」制度を規定 して い た明治民

法 4 編 と 5 編が全面改 正 さ れ
， 刑 法の 規定の

一
部が改

30

正 さ れ た ，「日親族編第二 章 「戸主及 ヒ 家族」は，全章

計 33 条 （第 732条か ら第 764条 まで ）が削除され て い

る ．こ こ で ヘ ア テ が 起草 しカ ッ トさ れ た 「艮子相続権
の 廃止」 が実現 して い る，1947年 10月改正刑法が 公

布 され，同年 12月に は 改正民法 が公布さ れ た ，

　 L か L，新憲法 の 制定が民 t主義 の 基礎 を築 い た と

は い え，即民 主主義が浸透 した わ け で はな い ．特 に ，
男女平等の 認識 は す ぐに は根付

．
い て い な い ，た とえば，

1956 （昭利 31｝年 に売春防止法が制定 され る まで 公

娼制度 が 続 い て い た とい う事実 を顧 み て も明 ら か で あ

る．

　 そ して ，現在 もな お 民 法 の 改 正問 題 は あ る．ユ996
年 2 月，法務大臣 の 諮 問機関で ある法制審議 会は，民

法改 止 要綱 を答申 した．そ の 内容 の 中 に ，非嫡出子の

問題 が ある．今 な お 民法 で 非嫡 出丁一の 相続権は 嫡 出子
の 二 分 の

一
と定 め られ て お り，明 ら か な差別が存在 し

て い る 、その 見直 しが間題 と な っ て い る の で あ る が
，

こ の 事 は ，ベ ア テ が GHQ 第
一

次案第 ］9．条 厂嫡 出 で

な い 予は，法律上不利益 に 取 り級 わ れ て は な らな い 」，

お よび第 21 条 1す べ て の 子 は，そ の 出生 の 如何 に か

か わ らず，個 人 と して の 成長 の ため に平等に扱わ れ な

け れ ば な らな い 」と して 50 年前に 起草 して い た事 と

毫な る ．ベ ア テ の 先進性を改め て 指摘 す る こ とが で き

る ，

　労働面 で は ，第 27 条 〔勤労の 権利 ・義務〕に よ っ

て ．「賃金，就労時 間，休息そ の他 の 労働 条件に 関す

る 基準は ，法律で こ れ を定め る」 と規定 さ れ た こ と を

り け て ，1947 年に 労働 基準 法が制定 さ れ た ，こ こ で

r母 性保 護」の 他 第 4条 で，世界 で 最 も早 く 「男女

同
一
労働同

．．一
賃金」 が規定 され て い る． こ れ に 関 して

，

ベ ア テ は
，

こ れ よ り
一一

歩進 ん だ GHQ 第
一
次案第 26

条 「女子 は （省略｝あら ゆ る 職 業 を選 ぶ 権利 を有 し，
か つ ．同等 の 仕事に 対 し男子と同

一
の 給与 を受け る」

と，［同等」 と い う言葉で 表現 して 「男 女同
一

価値労

働伺
一．
賃 金の 原則」 を起草 し て い た の だ が ，第二 次案

で カ ッ トされた．現在，世 界 で も 日本で も 「女性向 き」

とされ る職種や 職務 と 「男性向 き」 とされ る 職種 や 職

務の 職務分離 に よ る賃金 格差 の 問題 か ら，［同
．一
価値

労働同
一

賃金原則」 へ と課題が移 っ て きて い る．国際

的 に は ，1951年 の ILO 第 IOO号条約 厂同 ．
価 値の 労

働に つ い て の 男 女労働者に 対する 同
一

報酬 に関す る条

約」 〔日本 は 1967年に批准〕，1979 年 に 国際連合総 会

に お い て 採択 さ れ た 「女子 に 対す る あら ゆる形態 の 差

別 の 撤廃に 関す る条約」（ll本は 19．　85年に批 准） な ど

｛1196）
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日本国憲法第 3 章人権条項の 生成過程 （第1 報〕

で ，こ の 原則が繰 り返 し確認 され て い る，こ こ で もベ

ア テ の 先進性 を見 い だす こ とが で きる，日本 で は ，

1947年の 労働基準法 と 1986年 の 男女雇用機会均等法，

そ の 後の 改止 があ り，雇用機会の均等に つ い て は法的

に 整 備 さ れ つ つ あ る が，「同 一
価値労働 同

一
賃金」 に

関 し て は課題 が残 っ て い る ．

　（4） 第 3章人権条項 の 推 移

　GHQ 「第
一

次案」 と して 起草 され た 第 3 章 人 権条

項 が，そ の 後 どの よう に ま とめ ら れ て 「第二 次案」と

な り，「マ ッ カ ーサ ー草案 ｛マ ・案 ）」 と な っ た か．そ

して ，H 本政府 と GHQ の 折衝等を経て 「帝国憲法改

正 案 （改 正 案）」 と な りt 帝国 議 会 で の 論 議 を経て

「日本国憲法 （新憲法）1 と な っ た か．その 過程 を
， 草

案条項 の 推移を示 した図 に よ っ て 提示す る （図 1＞，

　こ の ベ ア テ 起草 条項 の 文言が ど の よ うに推移 して い

っ た の か を表に よ っ て 提示す る （表 ユ），

　4，要　　約

　第 3 章入権 条項 の う ち 「男女平等 」と 「教 育の 機会

の 平等」 を中心 に ベ ア テ が第
一

次案 と し て 起草 した 条

項の 生 成過程 を考察 し て きた結果 を以下 に まとめ る，

　〔D　GHQ 内に おけ る 草 案の 作成

　第
一次案の 作成 を担 当す る こ と に な っ た ベ ア テ は，

10年 に 及 ぶ 在 口経験か ら憲法で 女性 の 権利 を明確に

して お く必要性 を認知 して い た ．具体的に は，以 ドの

内容を起草 して い る．「法 の 「の 平等」「家庭 に おける

男女平 等」 「家 制度の 廃止」「母性保護」1既婚 ・未婚

の差別禁止」「嫡出子
・非嫡出千の 差別禁止」

．
長 丁

一相

続権 の 廃止」「教育 の 機 会の 平等」 「児童へ の 無償医療

制度」「学 齢期 の 児童及び青少年 の 常勤 的雇 用 禁 止 1

「男女雇用機 会均 等」「男女同
…

価値労働 同
一賃金」

［社 会保障制度 （生活 保護 月 「著作 ・特 許権」 等 で あ

る，そ の 後，簡潔 ・原則 主義 の GHQ 内 で の 検討 ・修

正 に よ っ て ，多 くの 条項が削除
・
統括 され る ，ただ し，

「法の 下 の 平等 」「家庭 に お ける男女平等」だ け は ほ ぼ

そ の ま まの 形で 残 り，そ の 他 「教 育の 機 会 の 平 等」

「社会保障」 「勤労 の 条件 に 関す る基準 の 設置」が残 る．

しか し，削 除 され た 中 に は，後に 法制化 の 課題 と し て

残 っ た もの もあ ｝）　i
ベ ア テ の 先進性 がわか る．

　   　マ ッ カーサ
ー

草案 か ら 日本 国憲法に 至 る まで

　 次 に GHQ と 口本政 府の 折衝 の 結果，修 正 が 行わ れ

た ．「家庭 に お け る 男女 平等」に つ い て 凵本 側 は抵抗

を 示 した が ，通訳 として よ く働 き好感 をも っ て い た ベ

ア テ の 起草と聞 き，残す こ とに な る ．こ こ に ベ ア テ が

同席 して い た こ とは重 要 で あ っ た ．

　帝国議会 で は ，「個 入 の 尊厳」 に 基 づ く人権 意識は

希薄 で ，議員の 多 くは戸 主権 の 廃止 に危惧感 を示 し た．

ベ ア テ が起草 して い た もの と同 じ 「母性保護 j 規定を

求 め る提案があ っ たが却下 され て い る ．

　（3）　日本 国憲法制定に伴 う動 きと現在

　日本国憲法が 制定 され ， そ の Z4条が ，個人 の 尊厳

と両性 の 本質的平 等に 基 づ く婚姻 を家族 の 出発点と し

た こ とで ，「家」制 度 を規定 し て い た明治民 法，刑法

の 規定 が 改 正 さ れ た．今なお残 る 課 題の 中で ，「非 嫡

出子の 差別の 禁止」「男女 同
一
価値労働 同

一
賃金の 原

則」 に つ い て は，ベ ア テ が GHQ 第
一

次案で 起 草 しカ

ッ ト された条文 と重な り，ベ ア テ の 先 進性が わか る ．

　（4） 第 3 章人権条項 の 推 移

　GHQ 第
一

次案 と して 起草 され た 第 3 章人権条項が ，

どの よ うに 修 正 さ れ ，統括 さ れ，ま た は削除され て 日

本 国憲法とな っ たか を系統的に整理 し，図 に よ っ て 提

示 した （図 1｝．ベ ア テ 起 草 条項 の 文言が 日本国憲 法

に なるまで を整理 し，表に よ っ て 提 示 し た （X 　］）．

　 以上 の よ うに 日本国憲法の 第
一

次案 の 起草 に ベ ア テ

が携 わ っ た こ とで ，第 24 条 ， 第 26 条等が盛 り込 まれ ，

［家 族」「両性 の 本質的平等」「児 童」 とい う言葉が 使

用 さ れ る 等，民主主義 日本の 出発 に あ た っ て ，ベ ア テ

の 果 た した 役割の 大 きい 事が わ か っ た．
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